
道
元
禅
師
の
人
間
観

角

田

泰

隆

二
〇
一
七
年
度
（
第
八
十
七
回
）
学
術
大
会
の
「
共
同
研
究
テ
ー
マ
」
は
、「
人
間
と
は
何
か

人
間
定
義
の
新
次
元
へ
」
で
あ
り
、

そ
の
趣
旨
は
「
仏
教
は
人
間
を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
き
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
筆
者
は
道
元
禅
師
の
研
究
を
専
門
と
し

て
お
り
、
こ
こ
に
「
道
元
禅
師
の
人
間
観
」
つ
ま
り
「
道
元
禅
師
が
人
間
を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
論
じ
る
。

一
、
須
弥
山
世
界
に
あ
る
南
閻
浮
提

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇

一
二
五
三
）
が
人
間
を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
私
た
ち
人

間
が
住
ん
で
い
る
世
界
を
ど
の
よ
う
な
世
界
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
そ
れ
は
や
は
り
、
当
時
の
仏
教
者
の

多
く
が
そ
う
信
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
イ
ン
ド
の
須
弥
山
世
界
観
、
三
千
大
千
世
界
で
あ
る
。

『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
巻
に
、

山
河
大
地
と
い
ふ
は
、
山
河
は
た
と
へ
ば
山
水
な
り
。
大
地
は
此
処
の
み
に
あ
ら
ず
。
山
も
お
ほ
か
る
べ
し
、
大
須
弥
小
須
弥
あ
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り
。
横
に
処
せ
る
あ
り
、
豎
に
処
せ
る
あ
り
。
三
千
界
あ
り
、
無
量
国
あ
り
。
色
に
か
か
る
あ
り
、
空
に
か
か
る
あ
り
。
河
も
さ

ら
に
お
ほ
か
る
べ
し
、
天
河
あ
り
、
地
河
あ
り
、
四
大
河
あ
り
、
無
熱
池
あ
り
。
北
俱
盧
洲
に
は
四
阿
耨
達
池
あ
り
、
海
あ
り
、

池
あ
り
。
地
は
か
な
ら
ず
し
も
土
に
あ
ら
ず
、
土
か
な
ら
ず
し
も
地
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
空
を
地
と
せ
る
世
界
も
あ
る
べ
き
な

り
。（『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
巻
、
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
七
頁
。
以
下
、

『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
の
引
用
は
「
巻
名
」
と
頁
数
の
み
記
す
。
ま
た
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
）

と
あ
る
よ
う
な
須
弥
山
世
界
が
、
私
た
ち
が
存
在
す
る
世
界
で
あ
り
、
そ
の
中
の
南
閻
浮
提
（
南
洲
、
南
閻
浮
洲
）
が
私
た
ち
人
間
が

住
む
世
界
で
あ
る
。二

、
南
閻
浮
提
こ
そ
仏
法
に
巡
り
会
え
る
世
界

そ
し
て
こ
の
須
弥
山
世
界
の
南
閻
浮
提
こ
そ
が
仏
法
が
存
在
す
る
世
界
で
あ
り
、
仏
法
と
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
、
菩
提
心
を
発
す

こ
と
が
で
き
る
世
界
で
あ
る
と
、
道
元
禅
師
は
考
え
て
い
た
。

「
出
家
功
徳
」
巻
に
、

世
尊
言
、
南
洲
有
四
種
最
勝
。
一
見
仏
、
二
聞
法
、
三
出
家
、
四
得
道
。

あ
き
ら
か
に
し
る
べ
し
、
こ
の
四
種
最
勝
、
す
な
は
ち
北
洲
に
も
す
ぐ
れ
、
諸
天
に
も
す
ぐ
れ
た
り
。
い
ま
わ
れ
ら
宿
善
根
力
に

ひ
か
れ
て
、
最
勝
の
身
を
え
た
り
。
歓
喜
随
喜
し
て
出
家
受
戒
す
べ
き
も
の
な
り
。（「
出
家
功
徳
」
六
〇
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
南
洲
に
は
四
つ
の
勝
れ
た
点
が
あ
る
と
示
す
。
そ
れ
は
仏
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
見
仏
）、
仏
の
教
え
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
聞
法
）、
出
家
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
出
家
）、
そ
し
て
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
得

道
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
有
情
の
世
界
よ
り
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
過
去
世
の
善
い
行
い
に
よ
っ
て
こ
の
南
洲
に
素
晴
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ら
し
い
人
間
と
し
て
の
身
体
を
得
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
い
に
喜
ん
で
出
家
し
受
戒
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
袈
裟
功
徳
」
巻
で
は
、
お
袈
裟
の
功
徳
を
説
く
中
で
、

菩
提
心
を
お
こ
さ
ん
人
、
い
そ
ぎ
袈
裟
を
受
持
頂
戴
す
べ
し
。
こ
の
好
世
に
あ
う
て
仏
種
を
う
ゑ
ざ
ら
ん
、
か
な
し
む
べ
し
。
南

洲
の
人
身
を
う
け
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
法
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
り
、
仏
法
嫡
嫡
の
祖
師
に
う
ま
れ
あ
ひ
、
単
伝
直
指
の
袈
裟
を
う
け

た
て
ま
つ
り
ぬ
べ
き
を
、
む
な
し
く
す
ご
さ
ん
、
か
な
し
む
べ
し
。（「
袈
裟
功
徳
」
六
三
四
頁
）

と
、
南
洲
に
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
こ
ら
れ
て
仏
法
に
出
会
い
、
そ
の
仏
法
を
正
し
く
伝
え
て
き
た
祖
師
に
生
ま
れ
会
い
、
そ
の
祖
師

が
代
々
伝
え
て
き
た
お
袈
裟
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
虚
し
く
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
る
。
ま
た
「
発
菩
提
心
」
巻

で
は
、こ

の
発
菩
提
心
、
お
ほ
く
は
南
洲
の
人
身
に
発
心
す
べ
き
な
り
。（「
発
菩
提
心
」
六
四
六
頁
）

と
、
南
洲
以
外
の
世
界
で
も
希
に
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
南
洲
は
寿
命
も
短
く
無
常
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

や
は
り
南
洲
が
最
も
菩
提
心
を
発
し
や
す
い
世
界
で
あ
る
と
す
る
。

道
元
禅
師
示
寂
の
年
（
建
長
五
年
〈
一
二
五
三
〉）
の
一
月
に
撰
述
さ
れ
た
「
八
大
人
覚
」
巻
（
法
嗣
の
懐
弉
に
よ
り
「
此
釈
尊
最

後
之
教
勅
、
且
先
師
最
後
之
遺
教
也
」
と
さ
れ
る
巻
）
に
お
い
て
も
、

仏
法
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
と
、
無
量
劫
に
か
た
し
。
人
身
を
う
る
こ
と
、
ま
た
か
た
し
。
た
と
ひ
人
身
を
う
く
る
と
い
へ
ど
も
、

三
洲
の
人
身
よ
し
。
そ
の
な
か
に
南
洲
の
人
身
す
ぐ
れ
た
り
、
見
仏
聞
法
、
出
家
得
道
す
る
ゆ
ゑ
な
り
。（「
八
大
人
覚
」
七
二
五

七
二
六
頁
）

と
、
人
身
（
人
間
と
し
て
の
身
体
）
を
受
け
る
こ
と
の
難
し
さ
、
そ
し
て
そ
の
中
で
も
三
洲
（
四
洲
の
う
ち
北
俱
盧
洲
を
除
く
）
の
人

身
が
良
く
、
さ
ら
に
は
そ
の
中
で
南
洲
の
人
身
が
最
も
勝
れ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
は
先
に
挙
げ
た
見
仏
・
聞
法
・
出
家
・
得
道
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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そ
し
て
こ
の
道
元
禅
師
の
世
界
観
の
中
で
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
釈
尊
は
今
も
天
上
界
（
兜
率
陀
天
）
に
存
在
し
て
、
天
人
を

接
化
し
て
い
る
と
言
う
。

釈
迦
牟
尼
仏
、
自
従
迦
葉
仏
所
伝
正
法
、
往
兜
率
天
、
化
兜
率
陀
天
、
于
今
有
在
。
ま
こ
と
に
し
る
べ
し
、
人
間
の
釈
迦
は
、
こ

の
と
き
滅
度
現
の
化
を
し
け
り
と
い
へ
ど
も
、
上
天
の
釈
迦
は
、
于
今
有
在
に
し
て
化
天
す
る
も
の
な
り
。（「
行
仏
威
儀
」
五
〇

頁
）

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
世
界
は
、
六
道
輪
廻
の
中
の
人
間
界
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
渓
声
山
色
」
巻
に
、

も
し
菩
提
心
を
お
こ
し
て
の
ち
、
六
趣
四
生
に
輪
転
す
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
輪
転
の
因
縁
、
み
な
菩
提
の
行
願
と
な
る
な
り
。

（「
渓
声
山
色
」
二
一
九
頁
）

と
い
う
説
示
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
菩
提
心
を
発
し
て
後
も
、
六
趣
四
生
に
生
ま
れ
巡
る
存
在
と
し
て
の
私
た
ち
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
世
界
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
広
狭
・
大
小
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、

さ
ら
に
は
「
今
」「
こ
こ
」「
こ
の
こ
と
」
を
生
き
る
、
時
空
を
超
え
た
人
生
観
・
人
間
観
・
宗
教
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

学
人
お
ほ
く
お
も
は
く
、
尽
乾
坤
と
い
ふ
は
、
こ
の
南
贍
部
州
を
い
ふ
な
ら
ん
と
擬
せ
ら
れ
、
又
こ
の
一
四
州
を
い
ふ
な
ら
ん
と

擬
せ
ら
れ
、
た
だ
又
神
丹
一
国
お
も
ひ
に
か
か
り
、
日
本
一
国
お
も
ひ
に
め
ぐ
る
が
ご
と
し
。
又
、
尽
大
地
と
い
ふ
も
、
た
だ
三

千
大
千
世
界
と
お
も
ふ
が
ご
と
し
、
わ
づ
か
に
一
州
一
県
を
お
も
ひ
に
か
く
る
が
ご
と
し
。（「
行
仏
威
儀
」
四
九
頁
）

尽
十
方
世
界
は
、
広
大
に
あ
ら
ず
微
小
に
あ
ら
ず
。
方
円
に
あ
ら
ず
中
正
に
あ
ら
ず
。（「
一
顆
明
珠
」
六
〇
頁
）

「
尽
乾
坤
」「
尽
十
方
世
界
」「
尽
大
地
」
な
ど
と
言
え
ば
、
広
大
な
も
の
、
未
知
な
る
も
の
と
我
々
は
捉
え
る
が
、
広
大
で
も
な
く

微
小
で
も
な
い
。
世
界
を
そ
の
よ
う
に
ば
か
り
捉
え
る
の
で
は
な
い
。
次
に
示
す
よ
う
に
「
こ
の
と
こ
ろ
」「
こ
の
み
ち
」
こ
そ
が
、

我
々
の
世
界
で
あ
り
、
我
々
の
生
き
る
場
所
で
あ
り
、
歩
む
道
で
あ
る
。

う
を
水
を
ゆ
く
に
、
ゆ
け
ど
も
水
の
き
は
な
く
、
鳥
そ
ら
を
と
ぶ
に
、
と
ぶ
と
い
へ
ど
も
そ
ら
の
き
は
な
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
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う
を
と
り
、
い
ま
だ
む
か
し
よ
り
み
づ
そ
ら
を
は
な
れ
ず
。
只
用
大
の
と
き
は
使
大
な
り
。
要
小
の
と
き
は
使
小
な
り
。（
中
略
）

し
か
あ
る
を
、
水
を
き
は
め
、
そ
ら
を
き
は
め
て
の
ち
、
水
そ
ら
を
ゆ
か
ん
と
擬
す
る
鳥
魚
あ
ら
ん
は
、
水
に
も
そ
ら
に
も
、
み

ち
を
う
べ
か
ら
ず
、
と
こ
ろ
を
う
べ
か
ら
ず
。
こ
の
と
こ
ろ
を
う
れ
ば
、
こ
の
行
李
し
た
が
ひ
て
現
成
公
案
す
。
こ
の
み
ち
を
う

れ
ば
、
こ
の
行
李
し
た
が
ひ
て
現
成
公
案
な
り
。
こ
の
み
ち
、
こ
の
と
こ
ろ
、
大
に
あ
ら
ず
小
に
あ
ら
ず
、
自
に
あ
ら
ず
他
に
あ

ら
ず
、
さ
き
よ
り
あ
る
に
あ
ら
ず
、
い
ま
現
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
く
の
ご
と
く
あ
る
な
り
。
し
か
あ
る
が
ご
と
く
、

人
も
し
仏
道
を
修
證
す
る
に
、
得
一
法
通
一
法
な
り
、
遇
一
行
修
一
行
な
り
。（「
現
成
公
案
」
九

一
〇
頁
）

こ
の
「
現
成
公
案
」
巻
の
説
示
は
、
魚
と
鳥
の
例
え
か
ら
、
私
た
ち
も
同
様
に
、
こ
の
存
在
す
る
世
界
を
究
め
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、「
今
」「
こ
こ
」「
こ
の
こ
と
」
を
一
所
懸
命
に
生
き
て
い
く
、「
今
為
す
べ
き
こ
と
を
熱
心
に
為
す
」
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
と

説
く
。

さ
て
、
以
上
は
、
主
と
し
て
、
空
間
的
な
世
界
観
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
時
間
的
な
面
か
ら
述
べ
れ
ば
、
私
た
ち
人
間
は
、
永
遠
と

も
言
え
る
「
遥
か
な
る
道
を
生
き
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
積
功
累
徳
す
る
遥
か
な
る
仏
道
を
生
き
る

先
に
述
べ
た
よ
う
に
南
洲
は
仏
法
に
出
会
え
る
世
界
で
あ
り
、
こ
の
南
洲
に
生
ま
れ
最
勝
の
身
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、

い
ま
わ
れ
ら
宿
善
根
力
に
ひ
か
れ
て
、
最
勝
の
身
を
え
た
り
、
歓
喜
隨
喜
し
て
出
家
受
戒
す
べ
き
も
の
な
り
。
最
勝
の
善
身
を
い

た
づ
ら
に
し
て
、
露
命
を
無
常
の
風
に
ま
か
す
る
こ
と
な
か
れ
。
出
家
の
生
生
を
か
さ
ね
ば
、
積
功
累
徳
な
ら
ん
。（「
出
家
功

徳
」
六
〇
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
出
家
す
べ
き
で
あ
り
、
出
家
の
生
生
を
重
ね
て
い
け
ば
、
功
徳
が
積
み
累
ね
ら
れ
る
と
し
、
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そ
れ
諸
仏
の
法
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
り
て
出
家
す
る
は
、
最
第
一
の
勝
果
報
な
り
。（「
出
家
功
徳
」
六
一
二
頁
）

と
、
出
家
こ
そ
最
も
優
れ
た
所
為
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
三
宝
に
出
会
っ
た
な
ら
ば
、

す
で
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
が
ご
と
き
は
、
生
生
世
世
、
在
在
処
処
に
増
長
し
、
か
な
ら
ず
積
功
累
徳
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
を
成
就
す
る
な
り
。（「
帰
依
仏
法
僧
宝
」
六
六
七
頁
）

と
、
三
宝
に
帰
依
し
、
そ
れ
を
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
の
輪
廻
転
生
の
中
で
増
長
し
、
功
徳
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
無
上
正
等
正

覚
を
成
就
す
る
と
い
う
、
生
生
世
世
に
わ
た
る
永
遠
と
も
言
え
る
仏
道
修
行
の
道
が
説
か
れ
。
ま
さ
に
、
人
間
界
（
南
洲
）
を
場
と
し

た
無
窮
の
仏
道
が
説
か
れ
、
そ
の
完
成
と
し
て
の
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
成
就
が
あ
る
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
に
お
け
る
人
間
と
は
、
生
生
世
世
に
わ
た
る
遥
か
な
る
仏
道
を
歩
み
な
が
ら
、
釈
尊
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
く
存
在
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
禅
師
に
直
接
参
じ
た
寒
巌
義
尹
（
一
二
一
七

一
三
〇
〇
）
と
そ
の
教
え
を
受
け
た
大
智
祖
継
（
一
二
九
〇

一

三
六
六
）
に
、
次
の
よ
う
な
「
発
願
文
」
が
あ
る
（
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
）。

願
文

参
禅
漢
。
先
須
起
至
誠
心
。
発
清
浄
願
。
於
仏
祖
前
。
焼
香
礼
拝
。
而
白
仏
言
。
願
我
。
此
父
母
所
生
之
身
。
回
向
三
宝
願
海
。

一
動
一
静
。
不
遺
払
拭
。
従
今
身
至
仏
身
。
於
其
中
間
。
生
生
世
世
。
出
生
入
死
。
不
離
仏
法
。
在
在
処
処
。
広
度
衆
生
。
不
生

疲
労
。
或
剣
樹
刀
山
之
上
。
或
鑊
湯
炉
炭
之
中
。
唯
以
斯
正
法
眼
蔵
。
為
重
担
。
随
処
作
主
宰
。
伏
願
。
三
宝
証
明
。
仏
祖
護
念
。

永
仁
元
癸
巳
十
二
月
初
八
日

大
慈
寺
義
尹

(『
続
曹
洞
宗
全
書
』
法
語
・
歌
頌
、「
寒
巌
義
尹
禅
師
願
文
」
一
頁
)

発
願
文

参
禅
漢
。
先
須
起
至
誠
心
。
発
清
浄
願
。
於
仏
祖
前
。
焼
香
礼
拝
而
白
言
。
願
我
以
此
父
母
所
生
之
身
。
回
向
三
宝
願
海
。
一
動
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一
静
。
不
違
法
拭
。
従
今
身
至
仏
身
。
於
其
中
間
。
世
世
生
生
。
出
生
入
死
。
不
離
仏
法
。
在
在
処
処
。
広
度
衆
生
。
不
生
疲
厭
。

或
剣
樹
刀
山
之
上
。
或
鑊
湯
炉
炭
之
中
。
唯
是
。
以
正
法
眼
蔵
。
為
重
担
。
随
処
作
主
宰
。
伏
願
。
三
宝
証
明
。
仏
祖
護
念
。

(『
続
曹
洞
宗
全
書
』
法
語
・
歌
頌
、「
祇
陀
大
智
禅
師
逸
偈
」
七
五
九
頁
)

「
願
文
」
が
義
尹
の
も
の
で
、「
発
願
文
」
が
大
智
の
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
義

尹
の
「
願
文
」
を
大
智
が
受
用
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
曹
洞
宗
で
は
「
大
智
禅
師
発
願
文
」
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
、『
正
法

眼
蔵
』
の
提
唱
な
ど
の
時
に
読
誦
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
舘
隆
志
「
大
智
禅
師
発
願
文
に
つ
い
て
の
考
察

義
尹
禅
師
の
願
文
と
比
較
し
て

」（『
宗
学
研
究
』
第
四
七
号
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
が
、
今
は
そ
の
内
容
に
つ

い
て
注
目
し
た
い
と
思
う
。「
発
願
文
」
の
読
み
下
し
文
と
、
現
代
語
訳
〈
私
訳
〉
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

願
わ
く
は
、
我
れ
此
の
父
母
所
生
の
身
を
以
て
三
宝
の
願
海
に
回
向
し
、
一
動
一
静
法
式
に
違
せ
ず
、
今
身
よ
り
仏
身
に
至
る
ま

で
、
そ
の
中
間
に
於
て
、
生
生
世
世
出
生
入
死
、
仏
法
を
離
れ
ず
。
在
在
処
処
、
広
く
衆
生
を
度
し
て
疲
厭
を
生
ぜ
ず
。
或
は
剣

樹
刀
山
の
上
、
或
は
鑊
湯
炉
炭
の
中
、
唯
だ
是
れ
正
法
眼
蔵
を
以
て
重
担
と
為
し
て
、
随
処
に
主
宰
と
な
ら
ん
。
伏
し
て
願
わ
く

は
、
三
宝
証
明
、
仏
祖
護
念
。

〈
願
う
と
こ
ろ
は
、
父
母
か
ら
頂
い
た
こ
の
身
体
を
仏
教
の
誓
願
の
道
に
投
げ
入
れ
、
日
常
生
活
の
一
挙
手
一
投
足
を
仏
の
教

え
に
違
わ
ず
生
き
、
今
生
の
私
か
ら
、
遥
か
未
来
に
釈
尊
の
よ
う
な
仏
身
を
成
就
す
る
ま
で
、
そ
の
道
の
り
に
お
い
て
、
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て
様
々
な
境
遇
の
世
界
を
生
き
て
い
く
中
で
、
仏
法
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
の
よ
う
な
世
界
に

あ
っ
て
も
、
広
く
衆
生
を
済
度
し
て
惓
む
こ
と
な
く
、
た
と
え
そ
れ
が
「
剣
樹
刀
山
」「
鑊
湯
炉
炭
」
の
地
獄
の
世
界
で
あ
っ

て
も
、
た
だ
正
し
い
教
え
を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
、
随
処
に
主
と
な
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。
切
に
願
う
と
こ
ろ
は
、
三
宝
よ
、

私
の
願
い
が
正
し
い
こ
と
を
認
め
た
ま
え
、
仏
祖
よ
、
私
を
護
り
た
ま
え
。〉

ま
た
「
願
文
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
元
禅
師
に
直
接
参
じ
た
義
尹
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
の
門
下
に
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
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窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
道
元
禅
師
の
仏
道
観
（
修
道
観
）
と
一
致
す
る
。
そ
れ
は
、
仏
道
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
仏
道
修
行

者
（
出
家
者
）
の
人
間
観
を
如
実
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

四
、
結

論

道
元
禅
師
は
私
た
ち
人
間
を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
簡
潔
に
言
え
ば
、
須
弥
山
世
界
の
南
洲
と
い
う
素
晴

ら
し
い
世
界
、
す
な
わ
ち
、
仏
法
と
出
会
い
、
出
家
し
修
行
し
得
道
で
き
る
世
界
に
生
ま
れ
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
生
生
世
世
に
わ
た

る
遥
か
な
る
仏
道
を
歩
み
な
が
ら
、
積
功
累
徳
し
、
釈
尊
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
く
（
人
格
の
完
成
を
目
指
す
）
存
在
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。五

、
附

論

1
、
｢修
証
一
等
」
と
「
成
道
」

学
会
で
の
発
表
に
お
い
て
、
本
論
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。「
生
生
世
世
に
わ
た
り
積
功
累
徳
す
る
遥
か
な
る
仏
道
」
と
「
修
証

一
等
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
元
禅
師
の
修
証
観
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、〝
修
（
修
行
）
の
と
こ

ろ
に
証
（
さ
と
り
）
が
現
れ
る
〞
と
す
る
修
証
一
等
の
修
証
観
で
あ
り
、
こ
れ
と
、
本
発
表
で
の
〝
遥
か
未
来
に
成
道
を
期
し
、
こ
れ

に
向
か
っ
て
生
生
世
世
に
わ
た
っ
て
修
行
す
る
〞
と
い
う
修
道
観
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。

実
際
、
私
が
嘗
て
「
道
元
禅
師
の
修
行
観

は
る
か
な
る
仏
道
と
い
う
視
点

」（『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
六
号
、
二

〇
〇
〇
年
）
を
発
表
し
た
と
き
、
こ
の
問
題
は
既
に
指
摘
さ
れ
、
や
は
り
道
元
禅
師
の
修
行
観
は
「
修
証
一
等
」
に
こ
そ
特
色
を
見
出
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せ
る
の
で
あ
っ
て
、「
は
る
か
な
る
仏
道
」
を
論
ず
る
場
合
で
も
、「
修
証
一
等
」
に
力
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
れ
修
証
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上
の

修
な
る
ゆ
ゑ
に
、
初
心
の
弁
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
修
行
の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
、
修
の
ほ
か
に

証
を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ
と
を
し
ふ
。
直
指
の
本
証
な
る
が
ゆ
ゑ
な
る
べ
し
。
す
で
に
修
の
証
な
れ
ば
、
証
に
き
は
な
く
、
証
の

修
な
れ
ば
、
修
に
は
じ
め
な
し
。（『
弁
道
話
』
七
三
七
頁
）

こ
こ
に
示
す
よ
う
に
道
元
禅
師
は
、
修
（
修
行
）
と
証
（
証
果
）
は
一
等
で
あ
り
、
修
行
の
ほ
か
に
証
果
を
待
つ
思
い
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
言
う
。
ま
た
「
出
家
功
徳
」
巻
で
は
、

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
、
か
な
ら
ず
出
家
の
即
日
に
成
熟
す
る
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
三
阿
僧
祇
劫
に
修
証
し
、
無
量
阿
僧

祇
劫
に
修
証
す
る
に
、
有
辺
無
辺
に
染
汚
す
る
に
あ
ら
ず
。（「
出
家
功
徳
」
六
一
一
頁
）

と
、
無
上
正
等
正
覚
が
、
出
家
し
た
そ
の
日
に
成
熟
す
る
と
い
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
三
阿
僧
祇
劫
・
無
量
阿
僧
祇
劫
と
い
う
無
限
に
近
い
修
行
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
怠
り
な

い
修
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
と
い
う
証
果
が
出
家
の
即
日
に
成
熟
す
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
道
元
禅
師
に
お
い
て
は
「
仏
」
と
「
菩
薩
」「
祖
」
は
区
別
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る(1)。
注
目
す
べ
き
は
次
の
『
永
平
広

録
』
巻
六
の
上
堂
（
第
四
四
六
上
堂
）
で
あ
る
。

上
堂
、
謂
仏
謂
祖
混
雑
不
得
也
。
謂
仏
者
七
仏
也
。
七
仏
者
、
荘
厳
劫
中
三
仏
、
謂
、
毘
婆
尸
仏
・
尸
棄
仏
・
毘
舎
浮
仏
也
。
賢

劫
中
四
仏
、
謂
、
拘
楼
孫
仏
・
拘
那
含
牟
尼
仏
・
迦
葉
仏
・
釈
迦
牟
尼
仏
也
。
此
外
更
無
称
仏
也
。
所
以
然
者
、
毘
婆
尸
仏
雖
有

附
法
蔵
遺
弟
多
、
俱
称
祖
師
或
称
菩
薩
、
未
曽
有
乱
称
仏
世
尊
。
必
定
至
尸
棄
仏
之
出
世
而
称
仏
。
所
以
行
満
劫
満
也
。
乃
至
尸
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棄
・
毘
舎
浮
等
仏
後
、
正
法
・
像
法
時
、
亦
復
如
是
。
於
賢
劫
中
、
拘
楼
孫
仏
亦
雖
有
附
法
蔵
之
遺
弟
、
相
続
而
住
持
仏
法
、
未

称
彼
彼
為
仏
也
。
必
定
以
拘
那
含
牟
尼
仏
、
称
仏
世
尊
之
出
世
也
。
乃
至
迦
葉
如
来
亦
復
如
是
、
今
釈
迦
牟
尼
仏
法
亦
如
是
。
迦

葉
尊
者
西
天
初
祖
也
。
菩
提
達
磨
廿
八
祖
也
。
如
迦
葉
尊
者
具
三
十
相
、
謂
、
少
白
毫
・
肉
髻
而
已
。
仏
在
迦
蘭
陀
、
与
五
百
比

丘
俱
。
時
迦
葉
乞
食
、
前
至
仏
所
、
却
坐
一
面
。
仏
言
、
汝
年
老
長
大
志
衰
根
弊
、
可
捨
乞
食
及
十
二
頭
陀
、
亦
可
受
請
并
受
長

衣
。
迦
葉
曰
、
我
不
従
仏
教
。
若
如
来
不
成
仏
作
辟
支
仏
。
辟
支
仏
法
、
尽
寿
行
蘭
若
行
。
仏
言
、
善
哉
善
哉
、
多
所
饒
益
。
若

迦
葉
行
頭
陀
行
在
世
者
、
我
法
久
住
増
益
人
天
、
三
悪
道
滅
成
三
乗
道
。
又
迦
葉
聞
天
人
称
為
仏
師
、
起
歍
仏
足
云
、
仏
是
我
師
、

我
是
弟
子
。
迦
葉
説
此
語
時
、
人
天
散
疑
。
雖
具
如
是
功
徳
、
未
称
迦
葉
為
仏
。
又
迦
葉
、
頭
陀
既
久
鬚
髪
長
、
衣
服
弊
来
詣
仏

所
。
諸
比
丘
起
慢
。
仏
命
令
就
仏
半
坐
共
坐
。
迦
葉
不
肯
。
仏
言
、
吾
有
四
禅
禅
定
、
息
心
従
始
至
終
無
有
秏
損
、
迦
葉
亦
然
。

吾
有
大
慈
、
仁
覆
一
切
、
汝
亦
如
此
、
体
性
亦
慈
。
吾
有
大
悲
、
済
度
衆
生
、
汝
亦
如
是
。
吾
有
四
神
三
昧
、
一
無
形
、
二
無
量

意
、
三
清
浄
積
、
四
不
退
転
、
汝
亦
如
是
。
吾
有
六
通
、
汝
亦
如
是
。
吾
有
四
定
、
一
禅
定
、
二
智
定
、
三
慧
定
、
四
戒
定
、
汝

亦
如
是
。
又
一
婆
羅
門
白
仏
、
昨
有
婆
羅
門
至
我
家
、
何
者
是
。
仏
指
迦
葉
。
又
問
、
此
沙
門
、
非
婆
羅
門
。
仏
言
、
沙
門
法
律
、

婆
羅
門
法
律
、
我
皆
知
、
迦
葉
亦
爾
。
迦
葉
功
徳
、
与
我
不
異
。
何
故
不
坐
。
諸
比
丘
聞
仏
所
讃
、
心
驚
毛
豎
。
世
尊
引
本
因
縁
、

昔
有
聖
王
、
号
文
陀
竭
。
高
才
絶
倫
。
天
帝
欽
徳
、
遣
千
馬
車
、
造
闕
迎
王
。
天
帝
出
候
与
王
同
坐
。
相
娯
楽
已
、
送
王
還
宮
。

昔
迦
葉
、
以
生
死
座
、
命
吾
同
坐
。
吾
今
成
仏
、
以
正
法
座
報
其
往
勲
。
対
仏
坐
時
、
天
人
咸
謂
仏
師
。
雖
具
是
徳
、
未
称
為
仏
。

況
乎
澆
季
全
無
一
徳
之
輩
、
猥
称
吾
是
仏
、
豈
免
謗
仏
・
謗
法
・
謗
僧
。
大
愚
痴
也
、
豈
免
墜
堕
三
悪
中
。
迦
葉
已
後
至
于
達
磨

二
十
七
世
、
或
是
羅
漢
、
或
是
菩
薩
、
伝
仏
世
尊
正
法
眼
蔵
、
未
称
為
仏
。
所
以
仏
是
行
満
作
仏
也
。
祖
是
解
備
嗣
法
也
。
仏
果

菩
提
不
猥
得
成
。
明
知
此
道
理
、
実
是
仏
祖
嫡
子
也
。
作
仏
必
経
三
阿
僧
企
耶
大
劫
、
或
必
経
無
量
無
数
不
可
思
議
劫
、
或
必
経

一
念
之
項
。
雖
有
三
不
同
、
非
難
非
易
、
非
長
遠
時
、
非
頓
速
時
。
或
在
拳
頭
裏
成
仏
、
或
在
拄
杖
頭
上
成
仏
、
或
在
衲
僧
頂
嘳顓

上
成
仏
、
或
在
衲
僧
眼
睛
裏
成
仏
。
雖
然
如
是
、
作
仏
之
劫
・
名
号
・
国
土
・
所
化
弟
子
・
寿
命
・
正
法
・
像
法
、
必
受
先
仏
之
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記
莂
也
。
祖
師
亦
授
此
仏
所
記
、
不
可
乱
矣
。
明
知
如
斯
道
理
、
乃
是
仏
祖
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
之
附
嘱
也
。
大
衆
還
要
委
悉
這

箇
道
理
麼
。
良
久
云
、
必
然
掃
破
太
虚
空
、
万
別
千
差
尽
豁
通
、
師
子
教
児
師
子
訣
、
一
斉
都
在
画
図
中
。（
大
久
保
道
舟
編

『
道
元
禅
師
全
集
』
下
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
一
一
四

一
一
六
頁
）

こ
の
上
堂
は
、
道
元
禅
師
が
永
遠
の
仏
道
を
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
『
正
法
眼
蔵
』
の
み
で
は
な
く
『
永
平
広
録
』
で
の
上
堂
か
ら

も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、〝
道
元
禅
師
の
「
身
心
脱
落
」「
大
事
了
畢
」
や
そ
れ
に
伴
う
「
嗣
法
」〞
と
、〝
釈
尊
の
「
無
上

菩
提
の
成
就
」〞
の
相
違
を
述
べ
る
私
の
主
張(2)を
証
明
す
る
一
論
拠
と
し
て
も
、
非
常
に
重
要
な
上
堂
で
あ
る
。

傍
線
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
〝
仏
と
祖
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
〞
と
す
る
。
ま
た
、
七
仏
以
外
は
決
し
て
「
仏
」
と
称
す
る
こ
と

は
な
い
と
し
、
七
仏
を
「
仏
」
と
称
す
る
の
は
〝
行
が
満
ち
、
劫
が
満
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〞
と
い
う
。
そ
し
て
、〝
付
法
蔵
の
遺

弟
あ
っ
て
、
相
続
し
て
仏
法
を
住
持
す
る
と
い
っ
て
も
、
未
だ
仏
と
称
さ
な
い
〞
と
い
う
語
も
見
ら
れ
る
。
後
半
に
お
い
て
も
、「
迦

葉
よ
り
已
後
、
達
磨
に
至
る
ま
で
二
十
七
世
、
あ
る
い
は
こ
れ
羅
漢
、
あ
る
い
は
こ
れ
菩
薩
、
仏
世
尊
の
正
法
眼
蔵
を
伝
う
れ
ど
も
、

未
だ
称
し
て
仏
と
せ
ず
。
仏
は
こ
れ
行
満
ち
作
仏
す
る
所
以
な
り
。
祖
は
解
備
わ
り
嗣
法
す
る
な
り
。
仏
果
、
菩
提
、
み
だ
り
に
成
ず

る
こ
と
を
得
ず
。
こ
の
道
理
を
明
ら
め
知
る
、
実
に
こ
れ
仏
祖
の
嫡
子
な
り
」
と
示
さ
れ
る
。
仏
は
行
が
満
ち
て
作
仏
す
る
の
で
あ
っ

て
、
祖
は
「
解
」
が
備
わ
っ
て
嗣
法
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
仏
果
・
菩
提
は
容
易
に
成
就
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
仏

祖
の
嫡
子
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
知
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
め
知
る
の
が
、
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
の
付
属
で
あ

る
と
す
る
。

「
説
心
説
性
」
巻
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
示
も
あ
る
。

仏
道
は
、
初
発
心
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
成
正
覚
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
初
中
後
と
も
に
仏
道
な
り
。
た
と
へ
ば
、
万
里
を
ゆ
く

も
の
の
、
一
歩
も
千
里
の
う
ち
な
り
、
千
歩
も
千
里
の
う
ち
な
り
。
初
一
歩
と
千
歩
と
こ
と
な
れ
ど
も
、
千
里
の
お
な
じ
き
が
ご

と
し
。
し
か
あ
る
を
、
至
愚
の
と
も
が
ら
お
も
ふ
ら
く
、
学
仏
道
の
時
は
仏
道
に
い
た
ら
ず
、
果
上
の
と
き
の
み
仏
道
な
り
と
。
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挙
道
説
道
を
し
ら
ず
、
挙
道
行
道
を
し
ら
ず
、
挙
道
証
道
を
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
か
く
の
ご
と
し
。（「
説
心
説
性
」
三
六
一
頁
）

仏
道
の
出
発
点
で
あ
る
「
初
発
心
」
の
時
も
、
到
達
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
成
正
覚
」
の
時
も
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
仏
道
で
あ
り
、

そ
れ
は
万
里
を
行
く
も
の
の
、
一
歩
も
千
里
の
中
の
一
歩
で
あ
り
、
初
め
の
一
歩
と
千
歩
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
千
里
の
中
の

一
歩
一
歩
な
の
で
あ
る
と
い
う
。「
初
発
心
」
と
「
成
正
覚
」
と
は
異
な
る
も
の
の
、
最
初
の
一
歩
と
最
後
の
一
歩
は
、
同
じ
一
歩
で

あ
り
、
そ
の
一
歩
一
歩
の
歩
み
の
中
に
こ
そ
、「
成
正
覚
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
修
証
一
等
」
と
は
、
仏
の
教
え
に
従
っ
て
修
行
す
る
、
そ
の
修
行
に
仏
の
あ
り
方
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
が
、
と
同
事
に
、

修
行
と
い
う
一
歩
一
歩
の
歩
み
の
中
に
、「
成
正
覚
」
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
、
一
歩
一
歩
の
歩
み
な
く
し
て
「
成
正
覚
」
は
あ
り
得

な
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
道
元
禅
師
の
「
修
証
一
等
」
は
、
生
生
世
世
に
わ
た
る
遥
か
な
る
仏
道
と
い
う
説
示
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考

え
る
。

2
、
｢身
心
一
如
」
と
「
輪
廻
説
」

本
論
で
は
、
道
元
禅
師
の
人
間
観
と
し
て
、
生
生
世
世
に
わ
た
る
遥
か
な
る
仏
道
を
歩
み
な
が
ら
、
積
功
累
徳
し
、
釈
尊
に
一
歩
一

歩
近
づ
い
て
い
く
存
在
と
し
て
の
人
間
観
を
論
じ
た
が
、
生
生
世
世
に
わ
た
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
相
続
し
て
い
く

実
体
的
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
道
元
禅
師
は
無
我
説
で
は
な
く
輪
廻
説
に
立
た
れ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
禅
師
が
先
尼
外
道
の
心
常
相
滅
論
を
批
判
し
て
身
心
一
如
説
を
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
弁
道
話
』
や
「
即
心

是
仏
」
巻
に
明
示
さ
れ
、
ほ
か
二
、
三
の
巻
に
も
関
連
す
る
説
示
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
心
常
相
滅
論
と
は
、
心
（
性
）
と
身

（
相
）
の
隔
別
を
説
き
、
身
は
滅
す
る
が
心
は
滅
す
る
こ
と
な
く
過
去
現
在
未
来
に
わ
た
っ
て
常
住
不
変
で
あ
る
と
す
る
説
で
、
こ
の
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心
を
ま
た
、「
心
性
」「
霊
知
」「
本
性
」「
本
体
」「
真
我
」
等
と
も
呼
び
、
こ
れ
ら
は
不
変
で
あ
り
、
周
遍
し
て
お
り
鎮
常
な
る
（
永

遠
に
変
わ
ら
な
い
）
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。

こ
の
心
常
相
滅
論
批
判
や
身
心
一
如
説
に
よ
れ
ば
、
道
元
禅
師
は
実
体
的
存
在
を
否
定
し
「
無
我
説
」
に
立
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
得

る
が
、
こ
の
心
常
相
滅
論
批
判
や
身
心
一
如
説
に
も
ま
し
て
、
そ
の
著
作
全
体
に
数
多
く
見
ら
れ
る
の
が
本
論
で
述
べ
た
生
生
世
世
に

わ
た
る
仏
道
観
、
す
な
わ
ち
過
去
現
在
未
来
に
わ
た
る
生
死
の
連
続
を
説
く
教
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
輪

廻
説
は
、
実
体
的
存
在
を
認
め
ず
し
て
成
り
立
ち
得
ず
、
無
我
説
と
は
相
反
す
る
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史
に
お
い
て
も
、
業
を
担
い
輪
廻
す
る
主
体
と
無
我
説
と
の
矛
盾
が
常
に
重
大
問
題
で
あ
り
、
こ
の

矛
盾
を
会
通
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
し
て
つ
い
に
唯
識
瑜
伽
行
派
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
至
っ
て
そ
の
解

決
が
な
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
道
元
禅
師
も
、
実
体
で
は
な
く
し
か
も
輪
廻
す
る
そ
の
主
体
と
し
て
、
こ
の
ア
ー
ラ
ヤ

識
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の
何
物
か
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
著
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
第
七
章
「
身
心
一
如
説
と
輪
廻
説
」
四
五

九

四
八
九
頁
）
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
が
、
道
元
禅
師
は
、
こ
の
身
体
と
は
別
な
、
実
体
的
な
霊
的
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
生
死
の
連
続
あ
る
い
は
輪
廻
を
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
身
心
一
如
説
（
心
常
相
滅
論
批
判
）
を

説
く
と
同
時
に
、
輪
廻
説
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
輪
廻
説
を
説
く
た
め
に
は
、
身
か
ら
身
へ
と
輪
廻
す
る
何
ら
か
の
主
体
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
道
元
禅
師
に
お
い
て
、
身
心
一
如
を
説
く
こ
と
と
矛
盾
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道

元
禅
師
の
身
心
一
如
説
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
は
無
我
説
の
主
張
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
身
心
一
如
説
を
説
か
れ

た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
修
行
無
用
論
に
対
す
る
批
判
の
中
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
身
心
一
如
説
の
主
張
、
す
な
わ
ち
心
常

相
滅
論
批
判
は
、
心
常
相
滅
論
↓
霊
知
即
仏
論
↓
（
領
解
解
脱
論
↓
性
悔
帰
入
論
）
↓
修
行
無
用
論
と
、
畢
竟
し
て
修
行
無
用
論
を
批

判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
身
と
は
別
に
、
身
と
は
隔
別
の
、
す
な
わ
ち
身
に
よ
る
修
行
と
は
関
わ
ら
な
い
（
身
の
修
行
を
必
要
と
し
な
い
）
本
来
清

浄
な
る
心
、
本
来
完
成
さ
れ
た
円
満
な
性
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
輪
廻
の
主
体
」
の
否
定
で
は
な
く
、「
輪
廻

の
主
体
」
が
も
と
よ
り
完
全
無
欠
な
さ
と
り
と
し
て
の
存
在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
主
張
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
道
元
禅
師
は
、
修

行
の
功
徳
を
積
み
上
げ
て
い
く
も
の
と
し
て
、「
輪
廻
の
主
体
」
を
認
め
て
い
た
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

道
元
禅
師
の
「
身
心
一
如
」
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
身
体
的
行
為
（
＝
修
行
。
も
ち
ろ
ん
口
業
、
意
業
も
含
む
べ
き
で
あ

ろ
う
）
が
、
心
的
〝
な
に
も
の
〞（
輪
廻
す
る
主
体
）
に
密
接
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
修
行
の
必
要
性
を
説
き
、

積
功
累
徳
（
功
徳
の
積
み
累
ね
）
の
重
要
な
る
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
道
元
禅
師
の
輪
廻
説
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
道
元
禅
師
に
と
っ

て
、
身
心
一
如
説
（
心
常
相
滅
論
批
判
）
と
輪
廻
説
と
は
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
契
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

註(1
)
石
井
清
純
氏
は
「
道
元
禅
師
の
仏
・
菩
薩
・
祖
の
定
義
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第
三
四
号
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、『
永
平

広
録
』
巻
六
・
第
四
四
六
上
堂
に
注
目
し
、「
禅
師
は
、
こ
こ
に
お
い
て
「
仏
」
と
「
祖
（
菩
薩
・
羅
漢
）」
と
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
、

後
者
は
前
者
に
は
け
っ
し
て
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。

(2
)
拙
著
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）、
第
一
章
「
修
証
観
」
第
四
節
「
悟
と
証
」
二
〇
七

二
二
七
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド

道
元
、
人
間
観
、
南
洲
、
積
功
累
徳
、
遥
か
な
る
仏
道
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